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（別紙様式２－２） 

道徳教育地域支援委託事業実施報告書（令和２年度） 

 

１ 学校の概要 

(1) 学校名    三豊市立詫間中学校 

 

(2) 所在地    香川県三豊市詫間町詫間 5796番地 1 

 

(3) 学年別児童生徒数及び学級数、教員数   

第１学年 第２学年 第３学年 特別支援学級 児童生徒数計 教員 

２学級 

６７名 

４学級 

１０１名 

４学級 

９３名 

２学級 

６名 
２６７名 ２７名 

  

２ 研究主題等 

(1) 研究主題     

 

 

(2) 研究主題設定の理由 

平成28年度に全校生徒対象で実施したアンケート調査の結果、約３割の生徒が「道徳科の授業が好きか」

の問いに対して否定的な回答をした。その理由として、約半数の生徒が、「自分の考えを書いたり、意見を言

ったりするのが苦手だから」と答えた。また、教師の意識調査でも、道徳科の授業に関する課題の多くが「発

問」や「話合い活動」に関するものであった。 

以上の結果を踏まえて、本校は、平成28年度に「道徳プロジェクトチーム」を発足させた。平成 29年度

から「三つの道徳チーム」を編成し、全教員が学年の枠を超えていずれかのチームに所属し、学校全体で道

徳教育を推進する体制を充実させてきた。その結果、道徳の時間の確保や校内指導体制が整い、道徳教育に

対する教師の意識も高まってきた。昨年度、四国小・中学校道徳教育研究大会を開催し、成果を発信した。 

本年度は、これまでの研究の成果を継続・進化させるために、道徳科の授業の質の向上を図ることとした。

具体的には、道徳的価値について自分自身との関わりで考えたり、多面的・多角的に考えたりできるように

工夫し、生徒が人間としての生き方を考えることができる学習指導の在り方について研究を進めていく。ま

た、更なる授業力の向上を目指し実践を重ねるとともに、評価の在り方を検討し、その妥当性・信頼性を高

めていきたいと考えた。 

 

(3) 研究内容及び方法 

校内の「道徳プロジェクトチーム」及び「三つの道徳チーム」を中心として、学校全体で以下の研究を推

進する。 

  ① 道徳プロジェクトの会 

② 全教員で取り組む道徳科の授業研究（校内研修・アンケートの実施） 

  ③ 「朝の道徳」（イ～なの日）の改善・充実と道徳通信や校内掲示による啓発 

④ 自己を見つめ、問い直す「振り返り」の設定  

⑤ 評価の工夫 

豊かな心を育て、ともに未来を切り拓く道徳教育 

― 人間としての生き方を考える道徳科の授業の工夫 ― 
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・ 毎月17日「イ～なの日」 

に全校一斉で朝の道徳を実

施 

・ 「イ～なの日」（朝の道 

徳）の計画と資料開発 

 

 

・ 学びの校内掲示 

（道徳科の授業、「イ～なの

日」（朝の道徳）、イ～なカー

ド等） 

・ 道徳通信『こころの玉手 

箱』の発行 

 

 

 

・ 年間指導計画の作成、周知 

・ 授業提案の分担、周知 

・ ローテーション道徳の計画 

・ 実践事例の集約 

(4)  成果の評価方法（検証方法） 

◯ 道徳ノート、振り返りシート（前・後期）、教師による授業記録等から生徒の変容を見取る。 

  ◯ 道徳科の授業に関する意識調査や毎学期末の学校評価（職員、生徒、保護者）の結果を検証する。 

 

３ 研究組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

４ 研究実践 

(1) 全教員で取り組む道徳科の授業 

   全教員で取り組む指導体制作りとして、全学年、同一時間に道徳の時間（金４）を設定して、学年ごとに

共通資料を用いたＴＴでの授業やローテーション授業を実施している。 

   各学年団とも、学年団全職員が、自分が担当する授業の指導案を作成し、学年団会で事前打ち合わせをし

て共通理解を図った後、授業実践をしている。また、「教材開発チーム」のメンバーが、中心となって資料の

作成、生徒の振り返り等の保存をしている。 

校長 

啓発部会 授業研究部会 

 

朝の道徳部会 

 

香中研道徳部会 

三観中研道徳部会 

道徳ラボ 

プロジェクトチーム 

教頭 

教科部会 

 

学年団会 

校内研修 

道徳3部会 

管理職、学年主任、道徳主任、道徳 3

部会チーフにより構成 

 

外部機関との連携・協力 

【道徳科の授業の様子】 
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(2) 「考え、議論する道徳」への授業改善 

   答えが一つではない道徳的な課題を一人一人の生徒が自分自身の問題と捉え、向き合う「考え、議論する 

道徳」への質的改善を図る。単に問題解決的な学習や体験学習を取り入れるというだけでなく、生徒が多様 

な価値を前提として、他者と対話したり協働したりしながら、主体的に考え、議論する授業への質的転換の 

ため、次の事項を押さえて授業を進める。 

  ① 道徳的価値について理解する 

    道徳科の中で、道徳的価値の理解をどのように行うかは、授業者の意図や工夫によるが、道徳性を養 

うには、道徳的価値について教師がまず理解することが欠かせない。年間指導計画のもとに、教材での 

道徳的価値をきちんと理解するとともに、学年団で協議し、共通理解を図る。その際、道徳的価値のよ 

さや大切さを絶対的なものとして観念的に理解させる学習にならないよう留意する。 

  ② 自己を見つめる 

    道徳的価値の理解を図るには、生徒一人一人がその理解を自分とのかかわりで捉えることが大切であ 

る。これまでの自分の経験やそのときの感じ方、考え方とつなげ、自分とのかかわりで考えさせるよう 

にする。そうした学習を通して、道徳性を養うことの意義について生徒自らが考え、理解し、主体的に 

取り組むことができるような学習を構想する。 

 

 

 

 

 

 

 

         〔アンケートの活用〕           〔役割演技〕 

 

 

 

 

 

 

 

                  〔意思表示カード〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  〔名前カード〕 
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③ 多面的・多角的に考える 

    よりよく生きるための基盤となる道徳性を身に付けさせるためには、多様な価値観の存在を前提に授 

業を構想する必要がある。生徒が、他者や自己と対話しながら、物事を多方面から捉えたり、様々な角 

度から考えたりする機会を設定し、多様な感じ方や考え方に触れさせる授業を工夫する。 
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  ④ 自己の生き方について考えを深める 

    生徒は、道徳的価値の理解を深めたり、自己を見つめたりする過程で同時に自己の生き方についての 

考えを深めていく。その際、道徳的価値の理解を自分とのかかわりで深められるようにしたり、自分自 

身の体験やそれに伴う考え方や感じ方などを想起できるようにしたりなど、特に自己の生き方について 

の考えを深めることを意識した授業を構想する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑤ 道徳的判断力、心情、実践意欲と態度を育てる 

    それぞれの場面において、善悪を判断する道徳的判断力、人間としてのよりよい生き方や善を思考す 

る感情である道徳的心情、道徳的心情や道徳的判断力によって価値ある行動をとろうとする道徳的実践 

意欲と態度を、相互に関連させながら育てるための工夫を行う。 
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(3) 「朝の道徳」（イ～なの日）の充実と道徳通信や校内掲示による啓発 

   「朝の道徳チーム」のメンバーが、資料の開発や見直しを行い、 

毎月１７日（イ～なの日）、朝の会の時間に放送による読み聞かせ 

を実施する。全校生が資料を見ながら放送を聞き、考えたことを振 

り返りシートに書くという取組を行っている。 

「朝の道徳」の生徒の感想は、「道徳啓発チーム」が、道徳通信

「こころの玉手箱」に掲載し、家庭で生徒と保護者が考えを深め合

えるようにしている。また、毎月の「朝の道徳」の感想、毎週の授

業の写真や感想を、各学年の貫通廊下に掲示するなどして、生徒や

保護者への啓発を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (4) 自己を見つめ、問い直す「振り返り」  

 ① 道徳ノートを作成し、１年間の道徳の学びを積み重ねていくことで、より確実な振り返りの時間を設 

けるようにしている。 

道徳ノートを活用した三つの振り返り 

ア 授業の終末における振り返り 

授業の終末における振り返りを「三つの書く視点」を提示した上で行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【貫通廊下の掲示「イ～なの日」】 

【道徳通信「心の玉手箱」と保護者

のからの声】 

自
己
の
こ
と
と
し
て 

 

多
面
的
・
多
角
的 
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イ 半年ごとの振り返り（前期、後期の年２回） 

前期・後期ごとに今までの学習を振り返らせ、強く印象に残っている教材を三つ選び、その理由を 

書く。教科書の教材や道徳ノートに書き記した言葉を読み返すことで、自分自身の学びを振り返り、 

改めて道徳的価値を自分自身との関わりの中で考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

    ウ １年間の振り返り 

道徳ノートに「見つめよう」のページを設け、４月に「今の自分」、３月に「これからの自分」に

ついて自由に記述させることで、１年間の成長を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自
己
の
生
き
方
に
つ
い
て 

 

成

長

の

実

感 
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② 道徳の時間の振り返りを学年ごとに貫通廊下に掲示する。１年間の道徳時間の学びがばらばらに積み重

なるのではなく、常に俯瞰的に生徒が見ることで、学んだ道徳的価値同士のつながりや価値の対立を意識

することができる。これが半年ごとの振り返りや１年間の振り返りにつながっていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 評価の工夫 

   道徳科の指導では、その学習状況を適切に把握し、評価することが求められる。そのためには、まず、教

師が確かな指導観をもち、１時間の授業で期待する生徒の学習を明確にした指導・評価の計画が必要である。

そこで、評価に対する内容を全教員が共通理解し、学校として組織的な評価の在り方について、チームで実

践、協力しながら進めている。 

また、評価は授業によって変わる。評価ばかりに目を向けるのではなく、評価を授業改善に生かしていく、

指導と評価の一体化を進めていく。 

・ 道徳ノートの記述と自己評価 

毎時間同じ四つの視点で自己評価をすることで、授業への姿勢や取り組み方を知るだけでなく、個  々

の変容を見取る。 

 

 

 

 

 

 

・ 学びの大きかった授業 

「印象に残った教材とその理由」を、前期・後期の振り返りシートに記入させる。それぞれの理由 

から、個々の生徒にとって学びが大きかったか授業を理解する。 

・ 教師による授業記録 

毎時間、授業者以外の教師が、数名の生徒の様子について気付いたことを「授業記録用紙」に記録 

する。教材名、内容項目、発問に加えて、場面ごとにどのような反応や発言があったかを、四つの視 

点で記録する。授業後に道徳ノートや板書の写真を見返し、記録を加えることで次時の授業の改善に

生かしていく。 

 

・ 評価文（通知表）の作成 

      評価文の作成は、「毎時間の自己評価」と「前期・後期の振り返りシート」を基に、その生徒にとっ

て心に響いた、または生徒が活躍した授業を焦点化すること、道徳ノートからその時間の授業記録を

【貫通廊下にある「道徳の授業の振り返り」の掲示】 

視点 １ 自分との関わりの中で道徳的価値の理解を深めている。 

２ 多面的・多角的に思考している。新しい発見をしている。 

３ 生き方について考えを深めている。 

４ 意欲的に活動している。 
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読み直し、その生徒が特に学んだことや新たに気付いたこと、これからの生き方について考えたこと

等に注目し、作成する。その際、「授業記録用紙」も参考にすることで、生徒自身が気付いていない成

長を認め、励ます評価文となるようにした。 

 

生徒の自己評価・印象に残った教材とその理由      生徒の自己評価・印象に残った教材とその理由  

                         

 

 

 

 

   該当する道徳ノートの記述                該当する道徳ノートの記述 

 

 

 

 

 

   教師による授業記録                                     教師による授業記録 

  

 

 

 

 

 

評価文                        評価文    

  

 

 

 

 

 

 

４ 研究の成果と課題 

(1)  成果 

① 生徒の変容 

  本校では昨年度より「道徳ノート」を作成し、前学年で活用している。使い方のページを利用して「道徳

ノート」の書き方を指導し、実践を重ねてきたことで、生徒が「道徳ノート」に自分の考えや思いを記入し

たり、友達の考えを書き加えたりして、授業の足跡をしっかりと残せるようになってきた。特に四月からの

授業を見ても、「新たな発見をしたり、考えが深まったりしたこと」「自分と重ね合わせて考えたこと」「これ

からの生活にいかしていきたいこと」について自分の言葉で書くことができるようになってきている。 

   また、ローテーション道徳を楽しみにしている生徒が多く、色々な先生の授業を受けることが、生徒の考

えを広げたり、深めたりするきっかけになっている。前期の授業の中で、強く印象に残っている教材につい

「闇の中の炎」の授業では、自分の行為が正し

いかどうか悩む主人公に強く共感しました。友達

の意見を聞く中で、罪悪感を抱えながら生きてい

くことは、何よりつらいことではないかという思

いを強くもち、全体の場で伝えました。 

友達の意見に興味深く耳を傾け、様々な意見を

受け止めながら、自分の考えをじっくりと深めて

います。選挙を題材した授業では、一票の大切さ

に目を向け、社会の一員として選挙に参加するこ

との意義について深く考えました。 
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てベスト３を聞いたところ、全ての教材がランクインした。その要因の一つに、授業の中で、一人一人の生

徒が、様々な道徳的価値をしっかりと自分のこととして捉え、多様な考え方に触れる中で、自分の生き方を

じっくりと見つめることができているからだと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       横矢 昊紀 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 教師の意識の変容 

「道徳科の授業」が特別なものではなく、「当然行うべきもの」「全員で行うもの」「自然にあるもの」とい 

う意識になっている。また、「道徳の授業をすることで自分の教科の授業を見直し、授業力が向上した」と語 

る教員もおり、道徳科の授業が、道徳教育の要となっているだけでなく、「主体的・対話的で深い学び」の実 

現に向けた授業改善の一端も担っていることが伺える。 

 

76.0 

48.1 

24.0 

51.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

２学

期

１学

期

道徳教育などを中心に心の教育が推進できている ④はい ③ ② ①いいえ

【R２年度 教職員による学期末の評価の変容】 

【「道徳ノート」の個の記述の変容】 
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  ○道徳の授業が好きな生徒が多く、気持ちを素直に表現でき、人間関係がよくなっているようだ。 

○どの学年も計画的に実行できていると感じる。 

○時間がない中でも、工夫して実施できている。学年団で授業検討をしながら取り組むことができた。 

○授業者の熱意が伝わっているので、生徒も真剣に考えていると思う。 

 

 

 (2)  今後の課題 

    昨年度の「考え、話し合う」土台の上に、本年度は、「考え、議論する」授業の実現を目指し、研究を行 

ってきた。今後もさらなる授業力の向上を目指し、実践を重ねるとともに、評価についても、その妥当性・ 

信頼性を高めつつ、授業改善につなげていきたいと考えている。 

    また、今後はカリキュラム・マネジメントの視点からも研究を重ねていきたい。道徳科で教える道徳的 

価値は、現実社会の様々な問題にかかわっている。だからこそ、他教科や他領域でも、その教科や領域の 

特性に応じて道徳教育を行う必要がある。カリキュラム・マネジメント的視点で、他者と共によりよく生 

きることや、自分がどう生きていくかについて考えを深めることなどに取り組むことが大切だと言える。 

今後も研究体制を継続し、目の前の生徒の実態を常に把握しながら、道徳教育を進めていきたい。 

 


